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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

夏の大阪の一大イベントといえ
ば，日本三大祭りに数えられる大

阪天神祭を挙げる向きも多いであろう．一般には，テレ
ビ中継のある大きな花火大会と思われている節があるが，
大阪天満宮の主祭神である菅原道真公が，氏地を陸と船
からご視察するのが本義である．祭礼としてのメインイ
ベントは，多くの団体（講）が運行するだんじりや獅子舞・
傘踊り，神輿などが長い列をなして陸と川を進む陸渡御（り
くとぎょ）・船渡御（ふなとぎょ）であり，国内外から多
くの観光客が訪れている．筆者も縁あって，2トンもの巨
大な神輿を奉ずる鳳講にて，今年の 7月25日に鳳神輿（お
おとりみこし）の渡御列での運航に微力ながら奉仕をさ
せていただく機会をいただいた．
天神祭は，天暦 5（951）年の大阪天満宮の創建期のころ
から始まったとされ，千余年の歴史を持っているが，そ
の間には大きな変化もあったと伝わっている．渡御列の
終盤を飾る鳳神輿は，元は主祭神である菅原道真公を奉っ

ていたものであった．しかし，江戸末期の大塩平八郎の
乱による大阪天満宮の消失や，明治期の大きな社会変化
を乗り越えていく中で，いつしか鳳神輿は祭神を道真公
の先祖である野見宿禰（のみのすくね）に代え，勇壮華
麗な神輿の運行を今日の祭りにつないでいる．
プラズマ・核融合分野においても，近年，世界中での
多くの新興企業の勃興と新しく多様なアプローチの出現
という新しい局面を迎えている．核融合エネルギーとい
う名称でさえも，フュージョンエネルギーという新しい
ものが広がりを持ち，これまでになかったダイナミック
な変化のある時代に入ったといえよう．その中で，この
プラズマ・核融合学会誌も，その在り方をどのようにす
べきかを考えるべく，筆者が奉仕する編集委員会におい
て様々な議論がなされている．毎月の会議での活発な議
論を通じて，本学会とプラズマ・核融合分野がいのち輝
く未来社会の実現につながっていくことを祈念して，こ
の編集後記を閉じさせていただきたい．� （小田靖久）




